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行 政 視 察 報 告 書

令和 6年  11 月 12日

長浜市議会議長 高山 亨 様

長浜市議会議員  岩川 信子

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

1.視察等名  令和 6年度産業建設常任委員会行政視察研修

2,視察期間  令和 6年 11月 5日 (火)～ 11月
)6日

(水 )

-3.視察場所及び目的

①茨城県日▼市

ひたちBRTについて     1
②栃木県栃木市

産業団地の整備について

41霊調査内容感想等

・視察の目的

1.ひたち BRTについて 。 立んミ導入とノた 「ひたち BRTI(バス菖凍輪養 システ

記

ム)持続可台とな交通イ ン フ ラμして注 目されています企BRT l士専 用の童線や停留

所を使用することで、従来のバスよりも高速から安定した運行が可能であり、渋

滞を避 け、利便性 Lや環靖への配慮を重視 したまちづくりであるハ

長浜市は、_TR西 日本 μ、バス、タクシエな どの交通利用 と コロナ禍から TR

本繰 ヰ、イ更メどミ減 り、 日寺市 力,■環靖 が違 う年、の の が の ように RRT矛 稲 1し て 市 民

ナ静活 の 暫 の 商 卜くつとれ館 の 率 尾

`

音 献 Aね ,ヽ代 カ、ど皇生イず十 で T百 ☆ !辱逓 市 で f、 、市,f し

犀 の 本 涌 茶:1揮 !l｀牛血 卜や 戯 指 名 相 の 日 指 て待 て事 務課 畢頁ル |夕 て 考 身 る^し

この 日立市視察は、 恣 昌岳 か 兆 要ヽ望 で 平、あ り、我がの 強 ヤ 帯丁

'′

ι主立 11竹 的 ゴ日ヒ暑 が

違うものの、長浜市における構続可能な交通システムの構築を1参考とし、交通政
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策への応用可能性 をオ食討す ることとして視察を行つた。

2.産業団地の整備 について・栃木市は 業誘致および地域経済の発展を目視 し、

|| 地お よびイ ンター の い の

はこれからの産業団地の現状を確認し、企業誘致に向けた環境や支援体制、課題

″相 裾 す ることで 士仲域 の 産業 絹 処への理角率を深める事 を目的 としま した^

・視察内容

1.ひたちBRT:「 日立市 BRT | ,■ 交通利便 向上 と交涌渋滞 の緩和 を 目的

とされ 2020年 1こ 連入されている 士

“

域 の交通の効率化 と高齢化姑策、観光振興

に や、目指 してい るハ

幹繰消路の一部にバス専用 レー ン を設 し、交通渋滞の影響 を軽減 し、BRT車

両がスムーズに通行できるよう、交差点では優先信号システムを導入し、また

一部に低排出ガス車両を採用 し、環境への配慮を強化 されている。

導入により、定時性の移動速度が向上し、車を持たない高齢者にとって、重要な

移動手段 となっているぉ観光客にヰゝ利用 され、観光地へのアクセスが改善 された

とのことであるぉ

日立市役所

←議場

研修→
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2.栃木市産業団地 :栃木市は優れた 的条件や交涌アクセス、豊富な自然環

境を生かし、産業誘致の促進に取 り組んでいる。関東圏内でも主要な交通の要所

に位置 しています。北関東 自動車道や 北 自動車消な ど主要高速道路へのアク

セスが に の ン フ してい め で の

便性が高く、インター産業団地に進出する企業には、栃木市から支援制度が整備

されています。

また平川産業団地は、析木市のフー ドバ レー構想 に関連 して整備 されているの

で、地域奮涙 務″活用 し、農業や全品産業の 率 尾 々 i吊 じて 士仲〒経 済 活 性 イ陀す る こを

とを目指し、食品関連企業の誘致を通じて 農業生産物加工・流通の効率化を図

り、地域 の鳥産物 の付力日価値 向上を してヤヽ る ^

ゝ の の を し い

京サテライ トオフィスの活用促進 に向 取 綿_み をしているこどPに警かされま

したハサテ ライ トオフギスは、都市部の本 社 カゝ ら萬作れ てイ動く環境 を繰供 し、特 に

―
戸 レワークや ワ ― ケ ー シ ョンの舌 亜 僧 力Hに 蔽 え /、 杉 不  祭 7軒道れロイ酒 詰RIr示 ′〕

栃木市においても、サテライトオフギスは新たなビジネス として注 され

ています∩企業側 に とつても、都市部 べて管料 ヰゝ安 くコス ト削減 に ぅヽな り、

自然豊かな環境での仕事はス トレス軽 や生産性 向上に 1ゝ 寄与 され、従業 員の

地 域 交 流や 地 元 産 業 へ の貢 献 に よ り、企業イメージが向上 されている∩

栃木市役所 ξ阜i】   i:  'ウ ,;多

研修
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行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

1.「ひたちBRTIの 成功イアllか ら多くの示唆がえられま した∩

辱 近 市 お と、谷 絡 の 報 稲 歩 1´ f 富 船 著 や 本 桶 弱考 秘 琶h乖酔 確 保 とす J汰軍 >の の

考えていますハ将来的に 自動渾転バスの導入 を可能 とす るな らばて適用可能なル

― 卜を選定 し、実現性 を調査す る球事があると考 えますが、しか し安全性 と市民

の コ翠角屋蒻″れぎ 的に、段階的テF導入を当 考え進 めて行 く必要があ り、実証実験

を通じて市民のニーズイ≧あつたモデルを構築することが重要と考えます。

また、長浜市内の主要交葬点に、バスが した際に信号制御す るシステムを導

入することはこ公共交涌の利便性を高めるので、参考に したい案件であると思い

ますぉ

(気づ き )

[日 立市役所の議場には、親子連れが議会を傍聴できる

よ うな小部犀 (葉見子室 ) 置されていた。防音仕様の

ガ ラス越 しに議場の様子 を視聴 し、音声スピーカーで

闇 する よ 1こ ガ企つ つてしヽ る ^ 子 どモゝの声や動 きが議会の

進行 に影響 を与 えることを防ぎ、このような工夫によ

り小さな子どモぅ連れの市民が気軽に議会に参加でき、

の J泌 つ か て い

長浜市も日立市役所の事例を参考に規子連れの傍聴室

を導入することで、子育て世代が議会を身近に感じ、地

方 政 治 ヘ の F半日ツい力高 め る ☆ っかけにヰゝな り、将来約とこ

子 ど辛ゝたちが地域の政治や市政 こ閣 サ泌 持つ習 1慣を育む事が期待 され ると私は

考えます。議員活動が市民にとつても開かれたものとなり、長浜市議会が市民参

加型の先進事例を生み出すことセ捻り̂ 歌世代の市民育成にもつながり、長期的

に地域社会の活性化 に貢献す ると私は う。]

長 浜 市 議 会
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2.栃木市での産業団地や、企業誘致、サテライ トオzィ スの誘致などについて

は、長浜市としても北陸自動車道や湖西消路などの交涌網の近接性を活かし、産

業 団地 を整備 して企 業誘致 を促進 させ るh交 通 の優 位 性 を活 かす こ と !

栃木市では、地下水の豊富さや災害のリスクの低 さを強調 し、食品関連産業の壷

致を推進 し、地域の農業基盤 と連携 した開発が地域経済を活性化 させていた

そこで長浜市で 幸ぅ、湖北地域の豊かな 自然 や 鳥藤物 テ〆活 用 、舎 品力日 斗産業し

の企業誘致を推進 し、また災害 リスク岸ぅ岳 涯 市 幸、イ氏く、企 業 にとつて 心 して 事安

業が行 える環境 を整備 し、立地条件 を 調 ア ピール してい 〈事 が重要 だ と康 じ

モぅし、長浜市に岸ぅサテ ライ トオフ/ス る と考 えるならば、ネ刀めてオフノF

スを設置する企業へは補助金制度を導入し(移転コストの軽減、事務所整備や通

信費整備 な どの設置)企業の長浜市進 出を後押 しす る事が必要か と思 う。

また、空き家や、空き施設を利用活用することも試みてはどうかと考える。

長 浜 市 議 会


